
(57)【要約】

　【課題】　部品点数を増やすことなしに安価な構成で

振動子体の揺動原点位置の変動を監視するようにして、

振動子体の揺動原点位置がずれた状態で診断するのを防

止することができる信頼性の高い超音波探触子を提供す

ること。

　【解決手段】　振動子体２３が揺動したときに振動子

体２３に当接することにより、振動子体２３が所定の距

離以上に揺動するのを規制して振動子体２３の揺動基準

位置を規定する規制部材２５を設け、振動子体２３をＣ

Ｗ方向に揺動して規制部材２５に当接して停止するまで

の間に、コントローラによってエンコーダ１９が生成す

る移動距離信号を監視する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
支 持 体 と 、
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 し た 振 動 子 体 と 、
　 前 記 振 動 子 体 に 取 付 け ら れ る と と も に 、 前 記 支 持 体 に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 揺 動 軸 と 、
　 駆 動 源 と 、
　 前 記 揺 動 軸 に 前 記 駆 動 源 か ら の 駆 動 力 を 伝 達 し 、 前 記 揺 動 軸 を 介 し て 前 記 振 動 子 体 を 揺
動 す る 駆 動 力 伝 達 手 段 と 、
　 前 記 駆 動 源 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 源 か ら の 出 力 情 報 に 基 づ い て 前 記 駆 動 源 の 揺 動 原 点 位
置 信 号 を 生 成 す る と と も に 、 揺 動 原 点 位 置 か ら の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 量 に 相 当 す る 移 動 距 離
信 号 を 生 成 す る 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 振 動 子 体 が 揺 動 し た と き に 前 記 振 動 子 体 に 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 振 動 子 体 が 所
定 の 距 離 以 上 に 揺 動 す る の を 規 制 し て 前 記 振 動 子 体 の 揺 動 基 準 位 置 を 規 定 す る 規 制 手 段 と
、
　 前 記 信 号 生 成 手 段 か ら の 出 力 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 振 動 子 体 が 前 記 規 制 手 段 に 当 接 し た
と き の 前 記 振 動 子 体 の 位 置 を 監 視 す る 監 視 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 監 視 手 段 は 、 前 記 駆 動 源 お よ び 前 記 駆 動 力 伝 達 手 段 に よ り 前 記 振 動 子 体 を 一 方 向 に 揺
動 し 、 前 記 振 動 子 体 が 前 記 規 制 手 段 に 当 接 し て 停 止 す る ま で の 間 に 、 前 記 信 号 生 成 手 段 が
生 成 す る 前 記 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 駆 動 源 お よ び 前 記 駆 動 力 伝 達 手 段 に よ り 前 記 振 動 子 体 を 両 方 向 に 揺 動 す る と と も に 、
こ の 揺 動 距 離 を そ れ ぞ れ の 揺 動 方 向 に お い て 予 め 設 定 さ れ た 最 大 可 動 距 離 に 設 定 し 、
　 前 記 監 視 手 段 は 、 前 記 振 動 子 体 が 前 記 最 大 可 動 距 離 だ け 移 動 す る と き に 前 記 信 号 生 成 手
段 が 生 成 す る 前 記 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 前 記 超 音 波
探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 振 動 子 体 は コ ン ベ ッ ク ス 形 状 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 は 、 超 音 波 の 送 受 信 面 が 前 記
振 動 子 体 の コ ン ベ ッ ク ス 先 端 面 に 位 置 す る よ う に 前 記 振 動 子 体 の 曲 面 長 手 方 向 に 沿 っ て 配
列 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 例 え ば 、 超 音 波 を 用 い て 被 検 体 内 の 画 像 を 得 る 超 音 波
診 断 装 置 に 使 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 の 送 受 信 面 が コ ン ベ ッ ク ス 形 状 （ 凸 形 状 ） を な す よ う に 配 列 さ れ た 複 数 の 超 音 波
振 動 子 に よ っ て 、 こ れ ら の 超 音 波 振 動 子 の 配 列 方 向 （ 電 子 走 査 方 向 ） に 行 わ れ る 電 子 走 査
と 、 こ の 電 子 走 査 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 移 動 ま た は 揺 動 さ せ る 機 械 走 査 と に よ っ て 、 複 数
の 断 層 画 像 の 取 得 や 立 体 画 像 の 構 築 を 行 う こ と が で き る 医 療 用 の 超 音 波 診 断 装 置 に 使 用 さ
れ る 超 音 波 探 触 子 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 探 触 子 を 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 超 音 波 探 触 子 の 主 要
部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ に お い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 超 音 波 の 送 受 信 側 ２ ａ が コ ン ベ ッ ク ス 形
状 を な す よ う に 配 列 さ れ た 図 示 し な い 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 内 蔵 さ れ た 振 動 子 体 ２ と 、 振
動 子 体 ２ の 内 周 面 に こ の 振 動 子 体 ２ と 一 体 的 に 設 け ら れ 、 図 示 し な い 支 持 体 に 揺 動 自 在 に
支 持 さ れ た 揺 動 軸 ３ と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 揺 動 軸 ３ に は 第 １ の プ ー リ ４ が 取 付 け ら れ て お り 、 こ の 第 １ の プ ー リ ４ は 駆 動 源 で あ る
駆 動 モ ー タ ５ の 出 力 軸 に 取 付 け ら れ た 第 ２ の プ ー リ ６ に ベ ル ト 部 材 ７ を 介 し て 接 続 さ れ て
い る 。 ま た 、 駆 動 モ ー タ ５ に は 振 動 子 体 ２ の 揺 動 位 置 を 検 出 す る 図 示 し な い 信 号 生 成 手 段
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 は 、 駆 動 モ ー タ ５ を 正 逆 回 動 駆 動 す る こ と に よ り
、 第 ２ の プ ー リ ６ 、 ベ ル ト 部 材 ７ お よ び 第 １ の プ ー リ ４ の 順 に 動 力 が 伝 達 さ れ 、 超 音 波 振
動 子 ア セ ン ブ リ １ が 揺 動 軸 ３ を 中 心 に 一 方 向 お よ び 他 方 向 に 揺 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 構 成 す る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 に 対 す る 電 子 走
査 と 、 揺 動 軸 ３ を 中 心 と す る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 揺 動 に よ る 機 械 走 査 と に よ っ て
、 被 検 体 内 の 任 意 の 断 層 画 像 や 立 体 画 像 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 左 欄 の 最 下 行 か ら 同 頁 右 欄 第 ３ ９ 行
、 第 １ 図 （ Ａ ） （ Ｂ ） ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に あ っ て は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １
の 揺 動 原 点 位 置 を 直 接 検 出 す る 構 成 が な い た め 、 例 え ば 、 落 下 等 に よ る 衝 撃 で 駆 動 モ ー タ
５ と 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 位 置 関 係 が ず れ た 場 合 に 、 バ イ オ プ シ 用 の 案 内 等 の 目 印
と な る 構 造 物 を 超 音 波 探 触 子 に 取 付 け て 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 位 置 を 画 像 で 確 認 す
る し か 方 法 が な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 操 作 者 が 事 前 に 目 印 に よ る 確 認 を 忘 れ た 場 合 に 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １
の 位 置 ず れ を 検 出 す る こ と が で き な か っ た 。 こ こ で 、 セ ン サ を 用 い て 超 音 波 振 動 子 ア セ ン
ブ リ １ を 検 出 す る こ と は 容 易 に 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 セ ン サ に 加 え て そ の 他 関 連
部 品 等 が 必 要 に な っ て し ま い 、 部 品 点 数 が 増 大 し て 超 音 波 探 触 子 の 製 造 コ ス ト が 増 加 し て
し ま う と い う 問 題 が 発 生 し て し ま う 。 ま た 、 セ ン サ 等 の 部 品 を 使 用 す る た め に 超 音 波 振 動
子 ア セ ン ブ リ １ を 構 成 す る 部 分 の サ イ ズ が 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 も 発 生 し て し ま
う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 部 品 点 数 を 増 や す こ と
な し に 安 価 な 構 成 で 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 を 監 視 す る よ う に し て 、 振 動 子 体 の 揺
動 原 点 位 置 が ず れ た 状 態 で 診 断 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 支 持 体 と 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 し
た 振 動 子 体 と 、 前 記 振 動 子 体 に 取 付 け ら れ る と と も に 、 前 記 支 持 体 に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ
た 揺 動 軸 と 、 駆 動 源 と 、 前 記 揺 動 軸 に 前 記 駆 動 源 か ら の 駆 動 力 を 伝 達 し 、 前 記 揺 動 軸 を 介
し て 前 記 振 動 子 体 を 揺 動 す る 駆 動 力 伝 達 手 段 と 、 前 記 駆 動 源 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 源 か ら
の 出 力 情 報 に 基 づ い て 前 記 駆 動 源 の 揺 動 原 点 位 置 信 号 を 生 成 す る と と も に 、 揺 動 原 点 位 置
か ら の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 量 に 相 当 す る 移 動 距 離 信 号 を 生 成 す る 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 振 動
子 体 が 揺 動 し た と き に 前 記 振 動 子 体 に 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 振 動 子 体 が 所 定 の 距 離 以
上 に 揺 動 す る の を 規 制 し て 前 記 振 動 子 体 の 揺 動 基 準 位 置 を 規 定 す る 規 制 手 段 と 、 前 記 信 号
生 成 手 段 か ら の 出 力 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 振 動 子 体 が 前 記 規 制 手 段 に 当 接 し た と き の 前 記
振 動 子 体 の 位 置 を 監 視 す る 監 視 手 段 と を 備 え た も の か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 振 動 子 体 が 規 制 手 段 に 当 接 し た と き の 振 動 子 体 の 位 置 を 監 視 す る こ と
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に よ り 、 こ の 位 置 に 基 づ い て 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 を 容 易 に 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 部 品 点 数 を 増 や す こ と な く 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 を 監 視 す る こ と が
で き 、 検 査 時 等 に 操 作 者 の ハ ン ド リ ン グ ミ ス 等 に よ り 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 場 合 に 、 操 作
者 に 通 知 し た り 自 動 補 正 を 行 う 等 の 処 置 を 取 る こ と が 可 能 に な る 。 こ の 結 果 、 振 動 子 体 の
揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 状 態 で 診 断 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触
子 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 前 記 監 視 手 段 は 、 前 記 駆 動 源 お よ び 前 記 駆 動 力 伝 達 手 段
に よ り 前 記 振 動 子 体 を 一 方 向 に 揺 動 し 、 前 記 振 動 子 体 が 規 制 手 段 に 当 接 し て 停 止 す る ま で
の 間 に 、 前 記 信 号 生 成 手 段 が 生 成 す る 前 記 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る も の か ら 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 を 組 立 て て 振 動 子 体 の 位 置 を 調 整 し た 後 に 、 実 際 の 使 用
時 に 所 定 の 間 隔 で 振 動 子 体 を 揺 動 原 点 位 置 か ら 一 方 向 に 揺 動 し て 振 動 子 体 を 規 制 手 段 に 当
接 さ せ て 停 止 す る ま で 駆 動 し 、 こ の と き に 監 視 手 段 に よ っ て 信 号 生 成 手 段 の 移 動 距 離 信 号
を 測 定 し て 監 視 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 移 動 距 離 信 号 が 揺 動 原 点 位 置 か ら 揺 動 基 準 位 置 ま で 移 動 す る と き に 、 メ モ リ 等 に 記
録 さ れ た 揺 動 原 点 位 置 と 揺 動 基 準 位 置 の 距 離 に 相 当 す る 駆 動 源 の カ ウ ン ト 数 と 異 な っ た 場
合 に 、 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 が 揺 動 基 準 位 置 か ら ず れ た こ と を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 駆 動 源 お よ び 前 記 駆 動 力 伝 達 手 段 に よ り 前 記 振 動
子 体 を 両 方 向 に 揺 動 す る と と も に 、 こ の 揺 動 距 離 を そ れ ぞ れ の 揺 動 方 向 に お い て 予 め 設 定
さ れ た 最 大 可 動 距 離 に 設 定 し 、 前 記 監 視 手 段 は 、 前 記 振 動 子 体 が 前 記 最 大 可 動 距 離 だ け 移
動 す る と き に 前 記 信 号 生 成 手 段 が 生 成 す る 前 記 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る も の か ら 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 振 動 子 体 を 両 方 向 に 揺 動 し 、 そ れ ぞ れ の 方 向 に お い て 予 め 設 定 さ れ た
最 大 可 動 距 離 を 駆 動 し 、 前 記 信 号 生 成 手 段 の 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る の で 、 落 下 等 に よ る
衝 撃 で 発 生 す る 揺 動 原 点 ず れ が 発 生 し な い 限 り 、 振 動 子 体 は 規 制 部 材 に 当 接 す る こ と な く
、 し た が っ て 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ へ の 衝 撃 に よ る ダ メ ー ジ を 回 避 す る 手 段 を 打 つ こ と
な く 、 揺 動 原 点 ず れ を 監 視 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 前 記 振 動 子 体 は コ ン ベ ッ ク ス 形 状 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振
動 子 は 、 超 音 波 の 送 受 信 面 が 前 記 振 動 子 体 の コ ン ベ ッ ク ス 先 端 面 に 位 置 す る よ う に 前 記 振
動 子 体 の 曲 面 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ た も の か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 を 放 射 状 に 送 受 信 す る こ と が で き る の で 、 狭 い 所 か ら 広 い 範 囲
に 亘 っ て 被 検 体 内 の 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 状 態 で 診 断 す る の を
防 止 す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ 乃 至 図 ５ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 超 音 波 探 触 子 １ １ は 、 音 響 窓 部 材 １ ２ と 、 音 響
窓 部 材 １ ２ の 下 方 に 設 け ら れ た 中 間 部 筐 体 １ ３ と 、 中 間 部 筐 体 １ ３ の 下 方 に 設 け ら れ た 下
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部 筐 体 １ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 音 響 窓 部 材 １ ２ の 内 部 に は 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 超 音 波
振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ は 図 １ 中 、 矢 印 α 方 向 に 揺 動 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 下 部 筐
体 １ ４ 内 に は モ ー タ 等 の 駆 動 源 １ ６ お よ び 駆 動 源 １ ６ に 接 続 さ れ た 軸 継 手 １ ７ が 設 け ら れ
て お り 、 中 間 部 筐 体 １ ３ 内 に は 軸 継 手 １ ７ に 接 続 さ れ て 中 間 部 筐 体 １ ３ の 延 在 方 向 に 駆 動
軸 １ ８ が 延 在 し 、 音 響 窓 部 材 １ ２ の 内 部 に は 駆 動 軸 １ ８ に 接 続 さ れ た 図 示 し な い 駆 動 力 伝
達 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 駆 動 源 １ ６ が 駆 動 さ れ る と 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 上 下 方 向 の 中 心 軸 回 り に 軸 継
手 １ ７ 、 駆 動 軸 １ ８ が 図 １ 中 、 矢 印 θ 方 向 に 回 転 し 、 駆 動 力 伝 達 機 構 が こ の 駆 動 力 を 受 け
て 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ を α 方 向 に 揺 動 す る よ う に な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 軸 継 手 １ ７ 、 駆 動 軸 １ ８ お よ び 駆 動 力 伝 達 機 構 が 駆 動 力 伝 達 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 下 部 筐 体 １ ４ 内 に は エ ン コ ー ダ （ 信 号 生 成 手 段 ） １ ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の エ
ン コ ー ダ １ ９ は 駆 動 源 １ ６ の 揺 動 原 点 位 置 を 示 す 原 点 位 置 信 号 と こ の 揺 動 原 点 位 置 か ら の
駆 動 源 １ ６ の 駆 動 量 （ 駆 動 パ ル ス 数 ） を 示 す 移 動 距 離 信 号 を 生 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 音 響 窓 部 材 １ ２ の 内 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 音 響 窓 部 材 １ ２ は
下 端 が 開 口 （ 以 下 、 開 口 端 部 １ ２ ａ と 称 す る ） す る と と も に 、 内 周 面 お よ び 外 周 面 が 球 面
に 形 成 さ れ た ド ー ム 状 を し て お り 、 開 口 端 部 １ ２ ａ に は 基 台 ２ １ が 嵌 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 中 間 部 筐 体 １ ３ の 上 端 は 開 口 し て お り 、 こ の 開 口 端 部 は 開 口 端 部 １ ２ ａ と 基 台 ２
１ の 間 に 装 着 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 基 台 ２ １ と 音 響 窓 部 材 １ ２ と で 囲 ま れ た 密
閉 空 間 に 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ を 含 む 主 要 な 構 成 要 素 が 収 納 さ れ て お り 、 液 状 の 音
響 伝 搬 媒 質 ２ ２ が 封 入 さ れ て い る 。
　 ま た 、 基 台 ２ １ の 略 中 央 部 に は 基 台 ２ １ か ら 上 方 に 突 出 す る 支 持 部 （ 支 持 体 ） ２ １ ａ が
設 け ら れ て お り 、 こ の 支 持 部 ２ １ ａ に 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ は 、 振 動 子 体 ２ ３ お よ び こ の 振 動 子 体 ２ ３ の 内 周 面 に 設 け
ら れ た 揺 動 軸 ２ ４ （ 図 ４ 、 図 ５ 参 照 ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 振 動 子 体 ２ ３ は コ ン ベ ッ ク ス
形 状 を し て お り 、 こ の 振 動 子 体 ２ ３ に は 図 示 し な い 超 音 波 振 動 子 が 内 蔵 さ れ て い る 。 こ の
超 音 波 振 動 子 は 超 音 波 の 送 受 信 面 が 振 動 子 体 ２ ３ の コ ン ベ ッ ク ス 先 端 面 、 す な わ ち 、 凸 状
の 送 受 信 面 ２ ３ ａ 側 に 位 置 す る よ う に 振 動 子 体 ２ ３ の 曲 面 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 振 動 子 体 ２ ３ に は 超 音 波 の 焦 点 を 機 械 的 に 定 め る レ ン ズ 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 方
向 に 対 し て そ の 背 面 へ 超 音 波 が 伝 達 す る こ と を 抑 え る 背 面 緩 衝 材 、 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を
整 合 す る 整 合 層 、 超 音 波 振 動 子 に 電 気 信 号 を 送 受 信 す る た め の 接 続 部 が 内 蔵 さ れ て お り 、
超 音 波 振 動 子 と 共 に こ れ ら の 部 材 が 一 体 的 に 組 立 て ら れ 、 接 続 部 材 ２ ７ に よ り 信 号 が 伝 達
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 揺 動 軸 ２ ４ は コ ン ベ ッ ク ス 形 状 を 有 す る 振 動 子 体 ２ ３ の 弦 に 相 当 す る 曲 面 長 手 方 向 両 端
部 の 内 周 部 に 一 体 的 に 結 合 さ れ て お り 、 こ の 揺 動 軸 ２ ４ は 基 台 ２ １ か ら 見 て 内 側 に な り 、
送 受 信 面 ２ ３ ａ が 外 側 に な る 状 態 で 支 持 部 ２ １ ａ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 揺 動 軸 ２ ４ に は 駆 動 力 伝 達 機 構 が 接 続 さ れ て お り 、 こ の 駆 動 力 伝 達 機 構 は ベ ル ト 、
ワ イ ヤ 、 歯 車 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 駆 動 源 １ ６ か ら 軸 継 手 １ ７ 、 駆 動 軸 １
８ お よ び 駆 動 力 伝 達 機 構 を 介 し て 駆 動 力 が 伝 達 さ れ る と 、 揺 動 軸 ２ ４ が 支 持 部 ２ １ ａ を 対
し て 回 動 す る こ と に よ り 、 振 動 子 体 ２ ３ が α 方 向 に 揺 動 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 基 台 ２ １ に は 突 起 か ら な る 規 制 部 材 （ 規 制 手 段 ） ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 規
制 部 材 ２ ５ は 振 動 子 体 ２ ３ が 揺 動 し た と き に 振 動 子 体 ２ ３ に 当 接 す る こ と に よ り 、 振 動 子
体 ２ ３ が 所 定 の 距 離 以 上 に 揺 動 す る の を 規 制 し て 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 基 準 位 置 を 規 定 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 基 台 ２ １ に は 縦 断 面 形 状 が 逆 Ｕ 字 形 に 形 成 さ れ た 板 状 の 保 護 部 材 ２ ６ が 設 け ら れ
て お り 、 こ の 保 護 部 材 ２ ６ は 揺 動 軸 ２ ４ を 跨 ぐ よ う に し て そ の 両 脚 部 が 基 台 ２ １ に 固 定 さ
れ る こ と に よ り 、 揺 動 軸 ２ ４ の 両 側 部 を 覆 う よ う に な っ て い る 。 な お 、 駆 動 力 伝 達 機 構 は
保 護 部 材 ２ ６ の 内 側 に 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 筐 体 の 外 部 に は 図 示 し な い コ ン ト ロ ー ラ が 設 け ら れ て お り 、
こ の コ ン ト ロ ー ラ は 超 音 波 探 触 子 １ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の コ ン ト ロ ー ラ は エ ン コ ー ダ １ ９ か ら の 出 力 情 報 に 基 づ い て 、 振 動 子 体 ２ ３ が 規 制 部
材 ２ ５ に 当 接 し た と き の 振 動 子 体 ２ ３ の 位 置 を 監 視 す る よ う に な っ て お り 、 監 視 手 段 を 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 駆 動 源 １ ６ お よ び 駆 動 力 伝 達 手 段 に よ り 揺 動 軸 ２ ４ を 介 し
て 振 動 子 体 ２ ３ を 一 方 向 に 揺 動 し て 規 制 部 材 ２ ５ に 当 接 し て 停 止 す る ま で の 間 に 、 エ ン コ
ー ダ １ ９ が 生 成 す る 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 １ １ の 動 作 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は エ ン コ ー ダ １ ９ が 生 成 す る 駆 動 源 １ ６ の 揺 動 原 点 位 置 を 示 す 駆 動 源 原 点 位 置 信 号
と 、 駆 動 源 １ ６ の 揺 動 原 点 位 置 か ら の 駆 動 量 （ 駆 動 パ ル ス ） を 示 す 駆 動 源 移 動 距 離 信 号 と
、 振 動 子 体 ２ ３ の 位 置 と 、 規 制 部 材 ２ ５ の 位 置 を 模 式 的 に 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 は 、 Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 が Ｌ ｏ ｗ で Ｃ Ｗ 方 向 が Ｈ ｉ ｇ ｈ
と な る エ ッ ジ を 原 点 と す る 。 な お 、 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 は 、 符 号 が 異 な っ た り 、 パ ル ス 信
号 で あ っ て も 良 い 。 こ の 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 が 発 生 し た 位 置 を 基 準 に し て 互 い に 位 相 の 異
な る Ａ 相 と Ｂ 相 の パ ル ス 列 よ り 、 駆 動 源 の 移 動 距 離 を カ ウ ン ト す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ の 組 立 て 時 に お い て 、 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 が 発 生 し た と き
の 振 動 子 体 ２ ３ の 位 置 と 超 音 波 探 触 子 １ １ の 絶 対 基 準 面 の 位 置 は 必 ず し も 一 致 し て い な い
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 絶 対 基 準 面 Ａ は 音 響 窓 部 材 １ ２ の 中 央 を 通 り 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 方 向 と 直 交 す
る 面 で あ る 。 図 ４ は 振 動 子 体 ２ ３ が 絶 対 基 準 面 Ａ に 位 置 し て い る 状 態 を 示 す 要 部 側 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 が 発 生 す る と き の 振 動 子 体 ２ ３ の 位 置 と 絶 対 基
準 面 Ａ の 差 分 を Δ カ ウ ン ト と す る と 、 駆 動 源 原 点 位 置 信 号 が 発 生 し て か ら Δ カ ウ ン ト 分 だ
け 振 動 子 体 ２ ３ が 移 動 し た 位 置 を 揺 動 原 点 位 置 Ｏ と し 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 動 作 の 基 準 と
す る こ と で 、 絶 対 基 準 面 Ａ と 揺 動 原 点 Ｏ を 合 致 さ せ る 。 な お 、 差 分 の Δ カ ウ ン ト は 機 械 的
な 調 整 等 に よ り 、 絶 対 基 準 面 Ａ と 揺 動 原 点 Ｏ を 合 致 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 い で 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 Ｏ と 規 制 部 材 ２ ５ と の 距 離 を 測 定 し て 記 録 す る 。 具 体
的 に は 、 駆 動 源 １ ６ に よ り 軸 継 手 １ ７ 、 駆 動 軸 １ ８ お よ び 駆 動 伝 達 機 構 を 介 し て 揺 動 軸 ２
４ を 回 動 す る こ と に よ り 、 振 動 子 体 ２ ３ を 揺 動 原 点 Ｏ か ら 一 方 向 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｗ 方 向 ） に
揺 動 す る 。 こ の と き 、 エ ン コ ー ダ １ ９ に よ っ て 駆 動 源 移 動 距 離 信 号 を 生 成 し て コ ン ト ロ ー
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ラ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 い で 、 振 動 子 体 ２ ３ が 規 制 部 材 ２ ５ に 当 接 し て エ ン コ ー ダ １ ９ が 生 成 す る 駆 動 源 移 動
距 離 信 号 が 増 加 し な く な っ た 時 点 （ 図 ３ に お け る 位 置 Ａ か ら 位 置 Ｂ ） で 駆 動 源 １ ６ を 停 止
し て 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 を 停 止 す る 。 図 ５ は 振 動 子 体 ２ ３ が 規 制 部 材 ２ ５ に 当 接 し て 揺 動
が 停 止 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ は こ の と き の 駆 動 源 移 動 距 離 信 号 に よ り カ ウ ン ト さ れ た 距 離 を メ モ リ に 記
録 す る 。 図 ３ に 示 す 例 で は ｎ カ ウ ン ト が コ ン ト ロ ー ラ の メ モ リ に 記 録 さ れ た こ と を 示 し て
い る 。 こ の よ う に し て 揺 動 原 点 位 置 Ｏ と 規 制 部 材 ２ ５ と の 距 離 を メ モ リ に 記 録 し た 後 、 揺
動 原 点 位 置 Ｏ を 基 準 と し て 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に し て 組 立 て ら れ て 調 整 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ １ は 、 実 際 の 使 用 時 に 所 定 の 間
隔 で 振 動 子 体 ２ ３ を Ｃ Ｗ 方 向 に 揺 動 し て 規 制 部 材 ２ ５ に 当 接 し 停 止 す る ま で 駆 動 し 、 エ ン
コ ー ダ １ ９ の 移 動 距 離 信 号 を 測 定 し て コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 監 視 す る 。 こ の 移 動 距 離 が メ
モ リ に 記 録 さ れ た カ ウ ン ト 数 と 異 な っ た 場 合 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 が 揺 動 基 準 位
置 か ら ず れ た と 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ で 模 式 的 に 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で は 、 振 動 子 体 ２ ３ が δ カ ウ ン ト Ｃ Ｗ 方 向 に
ず れ て 、 揺 動 原 点 位 置 が Ｏ か ら Ｏ 1に 移 動 し て い る こ と が 認 識 で き た こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ は こ の 監 視 結 果 を 、 例 え ば 、 図 示 し な い 超 音 波 診 断 装 置 の デ ィ ス プ レ イ に
表 示 す る こ と 等 に よ り 操 作 者 を 通 知 し た り 、 駆 動 源 １ ６ を δ カ ウ ン ト だ け Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 に 駆
動 し て ず れ 量 を 自 動 補 正 す る こ と に よ り 、 再 び 絶 対 基 準 位 置 と 揺 動 原 点 位 置 Ｏ の 間 の 距 離
を メ モ リ の カ ウ ン ト 数 と 合 致 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 振 動 子 体 ２ ３ が 揺 動 し た と き に 振 動 子 体 ２ ３ に 当 接 す る
こ と に よ り 、 振 動 子 体 ２ ３ が 所 定 の 距 離 以 上 に 揺 動 す る の を 規 制 し て 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動
基 準 位 置 を 規 定 す る 規 制 部 材 ２ ５ を 設 け 、 振 動 子 体 ２ ３ を 同 一 方 向 に 揺 動 し て 規 制 部 材 ２
５ に 当 接 し て 停 止 す る ま で の 間 に 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て エ ン コ ー ダ １ ９ が 生 成 す る 移 動
距 離 信 号 を 監 視 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の た め 、 例 え ば 輸 送 時 の 落 下 や 衝 撃 に よ り 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た と き
に 、 バ イ オ プ シ 用 の 案 内 等 の 目 印 と な る 構 造 物 を 超 音 波 探 触 子 １ １ に 取 付 け て 振 動 子 体 ２
３ の 位 置 を 画 像 で 確 認 す る 等 の 作 業 を 不 要 に で き る と と も に 、 検 査 時 等 に 操 作 者 の ハ ン ド
リ ン グ ミ ス 等 に よ り 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 場 合 で も 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 の ず れ
を 検 出 し て 操 作 者 に 通 知 し た り 自 動 補 正 を 行 う 等 の 処 置 を 取 る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ
う に 部 品 点 数 を 増 や す こ と な く 安 価 に 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 を 監 視 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 揺 動 原 点 位 置 の ず れ を 監 視 す る た め に 、 振 動 子 体 ２ ３ を 一 方 向 に 揺 動 さ せ れ ば 良
い の で 、 揺 動 原 点 位 置 の ず れ を 短 時 間 で 監 視 を す る こ と が で き 、 監 視 時 間 の 待 ち 時 間 を 短
縮 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 安 価 に 短 時 間 で 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 を 監
視 す る こ と が で き 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 状 態 で 診 断 す る の を 防 止 す る こ
と が で き 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 １ １ を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 の 送 受 信 面 ２ ３ ａ が コ ン ベ ッ ク ス 形 状 を な す よ う に 振
超 音 波 振 動 子 が 振 動 子 体 ２ ３ に 配 列 さ れ る の で 、 超 音 波 を 放 射 状 に 送 受 信 す る こ と が で き
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、 狭 い 所 か ら 広 い 範 囲 に 亘 っ て 被 検 体 内 の 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 超 音 波 探 触 子 の
構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 図 面 を 援 用 し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ は 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 位 置 を 模 式 的 に 表 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ り 、 超 音 波 探
触 子 を 構 成 す る 部 品 お よ び 駆 動 源 １ ６ の 原 点 位 置 信 号 が 発 生 し た と き の 振 動 子 体 ２ ３ の 位
置 と 振 動 子 体 ２ ３ の 絶 対 基 準 面 Ａ の 調 整 に つ い て は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の で 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 駆 動 源 １ ６ が 軸 継 手 １ ７ 、 駆 動 軸 １ ８ お よ び 駆 動 伝 達 機 構 を 介 し て
振 動 子 体 ２ ３ を 両 方 向 （ Ｃ Ｗ 方 向 お よ び Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 ） に 揺 動 す る よ う に な っ て お り 、 コ ン
ト ロ ー ラ に よ り こ の 揺 動 距 離 を そ れ ぞ れ の 揺 動 方 向 に お い て 予 め 設 定 さ れ た 最 大 可 動 距 離
に 設 定 し 、 振 動 子 体 ２ ３ が 最 大 可 動 距 離 だ け 移 動 す る と き に エ ン コ ー ダ １ ９ が 生 成 す る 移
動 距 離 信 号 を 監 視 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ５ の 組 立 て 調 整 時 に 、 振 動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原
点 位 置 Ｏ と 、 エ ン コ ー ダ １ ９ か ら の 出 力 情 報 に 基 づ い て 振 動 子 体 ２ ３ の Ｃ Ｗ 方 向 お よ び Ｃ
Ｃ Ｗ 方 向 の 規 制 部 材 ２ ５ の 距 離 を 測 定 し て コ ン ト ロ ー ラ の メ モ リ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 Ｃ Ｗ 方 向 に は 揺 動 原 点 位 置 Ｏ か ら エ ン コ ー ダ １ ９ か ら 出 力 さ れ る 移 動 距 離
信 号 が 変 化 し な く な る 位 置 Ａ １ ま で の 距 離 ｎ カ ウ ン ト を 測 定 し 、 Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 に は 揺 動 原 点
位 置 Ｏ か ら エ ン コ ー ダ １ ９ か ら 出 力 さ れ る 移 動 距 離 信 号 が 変 化 し な く な る 位 置 Ａ ２ ま で の
距 離 ｍ カ ウ ン ト を 測 定 し て メ モ リ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 組 立 て ら れ て 調 整 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ １ は 、 実 際 の 使 用 時 に 所 定 の 時 期 に
振 動 子 体 ２ ３ を Ｃ Ｗ 、 Ｃ Ｃ Ｗ 両 方 向 に そ れ ぞ れ ｎ カ ウ ン ト 、 ｍ カ ウ ン ト 揺 動 さ せ 、 メ モ リ
に 記 憶 さ れ た カ ウ ン ト と 同 じ カ ウ ン ト で 揺 動 す れ ば 、 揺 動 原 点 位 置 Ｏ は 動 い て い な い こ と
に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 し た が っ て 、 揺 動 原 点 位 置 Ｏ が 動 い て な い 通 常 の 状 態 に お い て は 、 振 動 子 体 ２ ３ は 、 規
制 部 材 ２ ５ に 当 接 す る こ と な し に 揺 動 原 点 位 置 Ｏ の 監 視 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 揺 動 原 点 が Ｃ Ｗ 方 向 に δ カ ウ ン ト 動 い た 場 合 に 、 Ｃ Ｗ 方 向 で
揺 動 途 中 で 規 制 部 材 ２ ５ に 部 材 に 当 接 し て ｎ － δ カ ウ ン ト と な り 、 Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 は ｍ カ ウ ン
ト の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 、 例 え ば 落 下 等 に よ る 衝 撃 や 検 査 時 の ハ ン ド リ ン グ ミ ス 等 で 振 動 子 体 ２ ３ の
揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 場 合 に の み 振 動 子 体 ２ ３ と 規 制 部 材 ２ ５ が 当 接 す る 。 し た が っ て 、
振 動 子 体 ２ ３ は 通 常 は 規 制 部 材 ２ ５ に 当 接 す る こ と に よ る 衝 撃 等 を 受 け る こ と な く 揺 動 原
点 位 置 の 監 視 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 が 、 例 え ば ｄ カ ウ ン ト 許 容 さ れ る と き は 、 揺 動 原 点 を 監 視 す
る と き に 、 図 ６ の 例 で は Ｃ Ｗ 方 向 に ｎ － ｄ カ ウ ン ト 、 Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 に ｍ － ｄ カ ウ ン ト 揺 動 さ
せ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の と き 、 指 令 通 り の 揺 動 が で き て い れ ば 許 容 範 囲 で あ る ｄ カ ウ ン ト 以 内 の 変 動 で あ り
、 Ｃ Ｗ お よ び Ｃ Ｃ Ｗ 方 向 の 一 方 側 が 指 令 よ り 少 な い カ ウ ン ト 数 の 移 動 に な っ た 場 合 に は 、
少 な く な っ た 側 に 許 容 範 囲 ｄ カ ウ ン ト を 超 え た カ ウ ン ト 数 と 許 容 範 囲 の ｄ カ ウ ン ト の 合 算
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分 の 距 離 の 揺 動 原 点 位 置 の ず れ が 発 生 し て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 駆 動 源 １ ６ お よ び 駆 動 力 伝 達 手 段 に よ り 振 動 子 体 ２
３ を 両 方 向 に 揺 動 す る と と も に 、 こ の 揺 動 距 離 を そ れ ぞ れ の 揺 動 方 向 に お い て 予 め 設 定 さ
れ た 最 大 可 動 距 離 に 設 定 し 、 振 動 子 体 ２ ３ が 最 大 可 動 距 離 だ け 移 動 す る と き に エ ン コ ー ダ
１ ９ が 生 成 す る 移 動 距 離 信 号 を 監 視 す る よ う に し た の で 、 落 下 等 や 検 査 時 の ハ ン ド リ ン グ
ミ ス 等 に よ る 衝 撃 で 発 生 す る 揺 動 原 点 位 置 の ず れ が 発 生 し な い 限 り 、 振 動 子 体 ２ ３ が 規 制
部 材 ２ ５ に 当 接 す る の を 不 要 に す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 振 動 子 体 ２ ３ に 対 す る 衝 撃
に よ る ダ メ ー ジ を 回 避 す る 手 段 を 設 け る こ と な し に 、 揺 動 原 点 位 置 の ず れ を 監 視 で き 、 振
動 子 体 ２ ３ の 揺 動 原 点 位 置 が ず れ た 状 態 で 診 断 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 高
い 超 音 波 探 触 子 １ １ を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 部 品 点 数 を 増 や す こ と な し に 安 価 な 構 成
で 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 の 変 動 を 監 視 す る よ う に し て 、 振 動 子 体 の 揺 動 原 点 位 置 が ず れ
た 状 態 で 診 断 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と が
で き る と い う 効 果 を 有 し 、 超 音 波 を 用 い て 被 検 体 内 の 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に 使 用 さ
れ る 超 音 波 探 触 子 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 部 を 破 断 し て 示 し た 外 観 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 部 を 破 断 し て 示 し た 要 部 拡 大
斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 信 号 生 成 手 段 が 生 成 す る 駆 動 源
原 点 位 置 信 号 、 移 動 距 離 信 号 、 振 動 子 体 の 位 置 お よ び 規 制 部 材 の 位 置 を 模 式 的 に 示 し た タ
イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 体 が 絶 対 基 準 面 に 位 置 し
て い る 状 態 を 示 す 要 部 側 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 体 が 規 制 部 材 に 当 接 し 、
揺 動 が 停 止 し た 状 態 を 示 す 側 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 体 の 位 置 と 規 制 部 材 の 位
置 を 模 式 的 に 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 外 観 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ １ 　 超 音 波 探 触 子
　 １ ６ 　 駆 動 源
　 １ ７ 　 軸 継 手 （ 駆 動 力 伝 達 機 構 ）
　 １ ８ 　 駆 動 軸 （ 駆 動 力 伝 達 機 構 ）
　 １ ９ 　 エ ン コ ー ダ （ 信 号 生 成 手 段 ）
　 ２ １ ａ 　 支 持 部 （ 支 持 体 ）
　 ２ ３ 　 振 動 子 体
　 ２ ３ ａ 　 送 受 信 面
　 ２ ４ 　 揺 動 軸
　 ２ ５ 　 規 制 部 材 （ 規 制 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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解决的问题：在不增加零件数量的情况下，通过以廉价的构造监视振动
体的摆动原点位置的变化，从而防止在振动体的摆动原点位置发生位移
的状态下的诊断。 提供一种性能可靠的超声波探头。 解决方案：当振动
器主体23摆动时，使振动器主体23与振动器主体23接触，从而防止了振
动器主体23摆动预定距离，并控制了振动器主体23的摆动基准。 提供调
节位置的调节构件25，并且由编码器19产生的移动距离信号由控制器监
控，直到振荡器主体23沿CW方向摆动并抵靠在调节构件25上并停止。 
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